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この度、武蔵野大学武蔵野キャンパスにて、10月14日（土）・15日（日）に、日本社会福祉学会

第71回秋季大会を開催させていただきます。 

2020年度以降、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う多くの制限の中でも、日本社会福祉学会

秋季大会開催の灯をともし続けた学会の関係者の皆様・大会校の実行委員会の皆様に、心から敬

意を表します。特に昨年度の第70回秋季大会は、関西福祉科学大学の津田耕一実行委員長のもと、

感染対策に万全を期して「対面を基本、一部プログラムをzoomウェビナーによるライブ配信・オンデ

マンド配信、オンラインでのポスター発表」という形態での大会を運営され、人と人の「つながり」の重

要性を確認する貴重な機会となりました。私自身も参加させていただき、何年も直接会うことができて

いなかった仲間たちとの再会を果たすことができ、ほっとしました。また、オンラインでしかお会いする

機会がなかった方々とはじめてお会いすることができ、意外と背が高かったり、「直接会うのがはじめ

てなんて信じられない」という体験をしたりもしました。 

第71回秋季大会では、様々な感染症への対策を講じつつ、「全面対面」での開催を目指し、準備

を進めております。「対面でのシンポジウム」「対面での口頭発表」「対面でのポスター発表」「対面

での情報交換会」等を、再び思い起こしてみてください。例えば「対面でのポスター発表」では、はじ

めて学会で発表する大学院生が緊張した面持ちでベテランの先生方にポスターの内容を説明して

いたり、ポスターの前で共同研究者が談笑していたり、自然にディスカッションがはじまったり、そんな

場をもう一度取り戻したい。また、新たに、口頭発表のスライドの投影（要事前登録）やペーパーレス

化（配布資料なし）の実施などに挑戦します。皆様お誘いあわせの上、ぜひとも多くの方々にご参加

いただきますよう、実行委員・スタッフ一同心よりお待ち申し上げております。こちらからお申込みをお

願いいたします。 

 

 

▼第71回秋季大会「参加申込要領」 

https://www.jssw.jp/conf/71/entry.html  

 

 

第71回大会のtwitterアカウント（@jssw71_musw）も開設いたしましたので、フォローをよろしく

お願いします。 

さて、第71回秋季大会のテーマは、「世界の幸せをカタチにする社会福祉学の挑戦」です。私たち

が暮らす世界は今、戦争・紛争、災害などが各地で発生し、新型コロナウイルスの影響を受けていま

す。人の暮らしの格差は拡大し、幸せとは程遠い、多くの生きづらさを生み出しています。2030年まで

に、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one left behind）」持続可能で多様性と包摂性の



ある社会の実現に向けた持続可能な開発目標SDGsは、17のゴール・169のターゲットから構成さ

れています。様々な面で教育に取り入れられるなど、多くの人々に知られるに至りましたが、2030年

までの目標到達は困難な状況は否めず、目標そのものについても様々な意見があります。 

真にすべての人々がしあわせをカタチにすることを実現するために、社会福祉学の貢献が欠かせ

ないことは言うまでもありません。特にわが国では、人権面での取り組みの弱さが指摘されます。社会

福祉学の立場から現状に対して批判的に吟味し、いかにその状況に変化をもたらすかを具体的に検

討していくことが必要です。 

そこで、大会初日には大会校企画シンポジウム「SDGsにおける人権問題への対応の検証と社会

福祉学の挑戦」では、東京大学准教授の斎藤幸平氏より「SDGsの批判的検討と人権問題のこれか

ら」と題する基調講演をいただくとともに、学会内外のシンポジストにご登壇いただく予定です。加え

て、1日目（14日）のスタートアップ・シンポジウム（研究支援委員会）では「初期キャリア研究者のニ

ーズに応える支援のあり方」、留学生と国際比較研究のためのワークショップでは「社会福祉研究・

教育における多文化共生（2）～韓国・中国における留学生、少数民族、文化的マイノリティ等の多様

な学生の受け入れ及び対応の現状と課題～（仮題）」、2日目（15日）の国際学術シンポジウムでは

「幸せな生活を支えるために社会福祉に求められるものは何か（仮題）」、学会企画セッションでは

「社会福祉学における国際共同研究を考える」、たくさんの口頭発表・ポスター発表、特定課題セッシ

ョンが予定されています。 

私たちは、第70回秋季大会で目指された「つながり」の再構築に引き続き取り組みます。誰もが幸

せをカタチに出来る社会を目指して、社会福祉学の研究者や実践者、関係者の皆さんが武蔵野大

学武蔵野キャンパスに集まり、活発な議論がなされることを心から期待しております。 


